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だよりをダウンロー

ドできます

編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
健
や
か
な
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
昨
年
11
月
、
与
喜
屋
区

で
自
主
避
難
計
画
が
策
定
と
な

り
ま
し
た
。
町
の
５
カ
年
計
画
初

年
度
の
成
果
で
す
。
国
の
構
造
改

革
特
別
区
域
計
画
が
認
定
と
な

り
、
旧
北
軽
井
沢
小
学
校
の
利
活

用
が
す
す
む
年
、
長
野
原
町
議
会

に
お
い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
が
順
調
に
推
移
し
、
議
会
改
革

が
本
格
的
に
始
動
す
る
年
と
な

り
ま
す
。
前
進
の
年
で
あ
る
こ

と
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　

 

土
屋
　
　
匡

委
員
長

　冨
澤

　重
男

委

　員

　星
河

　明
彦

　
　
　
　土
屋

　
　匡

　
　
　
　湯
本

　宗
一

広報委員

中央小学校学習発表会

議会と町の意見交換会

暴力団追放群馬県大会

第５回北軽井沢連絡会議

第68回町村議会議長全国大会

群馬県町村議会議長会臨時総会

群馬県関係国会議員との意見交換・懇親会

小諸市制施行70周年記念式典

吾妻郡議長会県外視察研修会

議会広報研修会

長野原町社会福祉協議会理事会

熊本県五木村川辺川ダム対策調査

特別委員会視察受入

議員懇談会

第46回長野原町老人ゲートボール大会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会

第２回臨時会

ＬＣＡ国際小学校視察

1日

7日

8日

12日

13日

16日

21日

26日

27日

28日

29日

11月

長野原町消防団出初め式

長野原町新年交歓会

群馬県議会新春交流会

上毛新聞社新年交歓会

吾妻郡賀詞交換会

長野原町障害福祉サービス事業所

指定管理者候補者選定委員会

令和７年　長野原町二十歳の集い

広報編集委員会

第59回吾妻地区産業安全祈願祭並びに

事業所優良従業者表彰式

総務文教常任委員会所管事務調査

長野原町文化協会新年会

国県道改良等促進特別委員会

議会議員向けＤＸ研修会

6日

8日

10日

12日

16日

21日

22日

24日

29日

令和７年 1月

長野原町議会全員協議会

令和６年12月第４回長野原町議会定例会

長野原町老人クラブ連合会芸能大会

第６回北軽井沢連絡会議

令和６年12月第４回長野原町議会定例会

（２日目）

応桑こども園　生活発表会

湯けむりフォーラム2024

西吾妻福祉病院組合　例月出納検査

にしあがつま福祉会評議員会

土地開発事業審議会

3日

8日

10日

12日

13日

20日

24日

25日

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

18日～
   20日

14日～
   15日

表紙の写真
　どんどん焼きが１月14日（火）に町内各所で行

われました。どんどん焼きはお正月の松飾りやしめ

縄などを家々から持ち寄り、1箇所に積み上げて

燃やして、1年の無病息災や五穀豊穣を祈る火祭

り行事です。（撮影：黒岩巧議長）
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12月定例会

12月定例会で

こんなことがきまりました

専決処分   　　　　　………　１件

条例制定・改正　　　………　５件

主なものを当㌻より掲載します。

補正予算　　　　　　………　８件

その他　　　　　　　………　４件

合　　計   　　　　　………１８件

○12月定例会（会期12/3-12）

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２３ ２

全
議
案

原
案
の
と
お
り
可
決

　　今
回
開
か
れ
た
12
月
議

会
定
例
会
で
は
、
条
例
制

定
・
改
正
５
件
、
地
域
振

興
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
２
件
な
ど
全
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　定
例
会
２
日
目
に
は
令

和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
４
特
別
会
計
、
３

事
業
会
計
の
補
正
予
算
な

ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
全

議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で

　
　
　全
案
件
可
決

　令
和
６
年
12
月
第
４
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会

期
を
12
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
と
し
て
、
同

月
３
日
・
12
日
に
本
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

■12月定例会で可決した議案一覧

　ま
た
、
11
月
20
日
ま
で

に
受
理
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
６
件
は
文
書
配
布
お
よ

び
総
務
文
教
常
任
委
員
会

へ
付
託
と
し
ま
し
た
。

（
関
連
５
㌻
）

　な
お
、

一
般
質
問
は
６
名
が
登
壇

し
、
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
（
関
連
９
㌻
～
15

㌻
）

承
認

選
挙

発
委

議

　
　
　
　
　
　案

衆議院議員総選挙執行に伴う所要の経費の補正
を行う必要が生じたため補正するもの

専決処分の承認
（令和６年度一般会計補正予算）

オークワテラス（旧応桑小学校利活用）の事業開
始に向け、設置や管理などの規定を整備するもの

オークワテラスの設置及び管理に関する
条例制定

団体名　株式会社やんば
代表取締役　中島　泰氏を令和７年４月１日より
5年間指定管理者とするもの

川原畑地域振興施設の指定管理者の指定

団体名　株式会社NOA
代表取締役　樋田　省三氏を令和７年４月１日より
5年間指定管理者とするもの

人事院勧告に伴い、職員の期末手当などを引き上
げるもの

川原湯地域振興施設の指定管理者の指定

給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の
一部改正

議会の議員の議員報酬等に関する条例の
一部改正

職員の寒冷地手当に関する条例の一部改正

歳入歳出予算の総額に１億7889万7千円を加え、
総額を52億9849万8千円とする

令和６年度一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に609万9千円を加え、
総額を7億4530万5千円とする

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出予算の総額に48万円を加え、
総額を1億1861万8千円とする

歳入歳出予算の総額に97万9千円を加え、
総額を7億1934万7千円とする

令和6年度へき地診療所特別会計補正予算
（第２号）

令和6年度介護保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出予算の総額に171万円を加え、
総額を1億1466万8千円とする

収益的収入支出の合計額に1215万9千円を加え、
合計額を3億543万8千円とし、資本的支出に1340
万円を追加し、不足する資本的収入は他会計補助
金で補填する

令和6年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

令和6年度水道事業会計補正予算（第３号）

収益的収入支出の合計額に370万円を加え、合計
額を5368万8千円とし、資本的支出に330万円を
追加し、不足する資本的収入は過年度分損益勘定
留保資金で補填する

収益的収入支出の合計額に74万2千円を加え、合
計額を4億6300万9千円とする

令和6年度浅間高原水道事業会計補正予算
（第１号）

令和6年度下水道事業会計補正予算（第３号）

任期満了に伴い、委員及び補充員の選挙を行うも
の選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

国に意見書を提出するケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施
設への支援拡充を求める意見書の提出について
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１２月定例会（各会計補正予算）

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２５ ４

条例制定・指定管理者の指定など

条例
制定

指定
管理

川
原
畑
・
川
原
湯
地
域
振
興

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
八
ッ
場
ダ
ム
水
没
地
域
の
地
域
振
興
に
資
す
る

た
め
に
設
置
し
た
地
域
振
興
施
設
の
指
定
管
理
期

間
満
了
に
伴
い
、
左
表
の
と
お
り
指
定
管
理
者
と

す
る
も
の
で
す
。

■各施設の指定管理者

（※指定管理期間は令和７年４月１日～令和12年３月31日）

地　区

川 原 畑

川 原 湯

名　称 指定管理者

オ
ー
ク
ワ
テ
ラ
ス
の

　
　
　
　設
置
及
び
管
理

町
民
は
原
則

　無
料
で
使
用
可
能

　
旧
応
桑
小
学
校
の
利
活
用
で
あ
る
オ
ー
ク

ワ
テ
ラ
ス
の
事
業
開
始
に
向
け
設
置
及
び
運

営
に
必
要
な
事
項
を
規
定
し
ま
し
た
。

　
施
設
の
構
成
や
使
用
料
に
つ
い
て
は
左
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■施設の構成と使用料

へき地診療所

交流スペース

地域コミュニティスペース

■使用料（１時間あたりの単価）

営利目的町内者　1,000円

町外者　1,300円※

テナントスペース

■使用料（月）100,000円以下

教育関連施設

公園

その他地域振興等に必要な機能

※営利目的町外者の場合は５割増

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
を
決
定

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
当
選
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

選挙

■選挙管理委員及び補充員一覧

【委員】 【補充員】

氏　名

萩原　　昇

今村　敬二

永井　芳司

萩原　　準

地区名

横 壁

大 津

北 軽 井 沢

応 桑

氏　名

綿貫 とみ子

佐藤　四郎

青木　　元

安田　　勝

地区名

川 原 畑

長 野 原

北 軽 井 沢

北 軽 井 沢

補正額

609万円

48万円

97万円

171万円

特別会計名

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

補正後総額

7億4530万円

1億1861万円

7億1934万円

1億1466万円

会計名

1215万円

1215万円

1340万円

1340万円

370万円

370万円

330万円

74万円

74万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的支出

収益的収入

収益的支出

3億543万円

3億543万円

6784万円

1億3000万円

5368万円

5368万円

8131万円

4億6300万円

4億6300万円

補正額  補正後総額

水道
事業会計

下水道
事業会計

浅間高原水道
事業会計

■特別会計補正予算一覧表

■公営企業会計補正予算一覧表

やんば茶屋

川原湯温泉
あそびの基地ＮＯＡ

株式会社やんば
代表取締役　中島　泰

株式会社ＮＯＡ
代表取締役　樋田省三

1

2

3

4

5

6

7

ふるさと応援基金費など
増額

補正
予算

■12月定例会（12/３・12）

　一般会計補正予算（第３号）[専決処分]

　567万円増額（計51億1960万円）

　一般会計補正予算（第４号）

　1億7889万円増額（計52億9849万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

　11月20日までに受理された請願・陳情５件は、12月議会定例会（３

日）に総務文教常任委員会へ付託され、同日開かれた総務文教常任

委員会にて審議されました。審議結果については下表のとおりです。

国へ意見書提出

■請願・陳情の審査結果一覧

群馬県医療労働組合連合会
中央執行委員長　出浦　匠人

浅見　豊子
他３名

羽根尾区長
櫻井　秀樹

大津区長
櫻井　敏雄

応桑区長
都丸　斉

ケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施
設への支援拡充を求める陳情

障害福祉サービス事業所やまどりの指定管理に
関する請願

古森地区公民館トイレ改修工事の陳情

大津多目的集会施設の照明器具のLED交換工事
に伴う費用補助についての陳情

応桑区多目的集会施設の電気照明設備改修工事
費の補助金の交付についての陳情

9 号

10 号

11 号

12 号

13 号

趣旨採択

不採択

不採択

不採択

結　果受理番号 件　名 提出者

採択
（意見書提出） 



１２月定例会（各会計補正予算）

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２５ ４

条例制定・指定管理者の指定など

条例
制定

指定
管理

川
原
畑
・
川
原
湯
地
域
振
興

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
八
ッ
場
ダ
ム
水
没
地
域
の
地
域
振
興
に
資
す
る

た
め
に
設
置
し
た
地
域
振
興
施
設
の
指
定
管
理
期

間
満
了
に
伴
い
、
左
表
の
と
お
り
指
定
管
理
者
と

す
る
も
の
で
す
。

■各施設の指定管理者

（※指定管理期間は令和７年４月１日～令和12年３月31日）

地　区

川 原 畑

川 原 湯

名　称 指定管理者

オ
ー
ク
ワ
テ
ラ
ス
の

　
　
　
　設
置
及
び
管
理

町
民
は
原
則

　無
料
で
使
用
可
能

　
旧
応
桑
小
学
校
の
利
活
用
で
あ
る
オ
ー
ク

ワ
テ
ラ
ス
の
事
業
開
始
に
向
け
設
置
及
び
運

営
に
必
要
な
事
項
を
規
定
し
ま
し
た
。

　
施
設
の
構
成
や
使
用
料
に
つ
い
て
は
左
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■施設の構成と使用料

へき地診療所

交流スペース

地域コミュニティスペース

■使用料（１時間あたりの単価）

営利目的町内者　1,000円

町外者　1,300円※

テナントスペース

■使用料（月）100,000円以下

教育関連施設

公園

その他地域振興等に必要な機能

※営利目的町外者の場合は５割増

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
を
決
定

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
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補
充
員
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任

期
満
了
に
伴
い
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
当
選
人
が
決
定
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ま
し
た
。
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地区名
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長 野 原

北 軽 井 沢

北 軽 井 沢

補正額

609万円

48万円

97万円

171万円

特別会計名

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

補正後総額

7億4530万円

1億1861万円

7億1934万円

1億1466万円

会計名

1215万円

1215万円

1340万円

1340万円

370万円

370万円

330万円

74万円

74万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的支出

収益的収入

収益的支出

3億543万円

3億543万円

6784万円

1億3000万円

5368万円

5368万円

8131万円

4億6300万円

4億6300万円

補正額  補正後総額

水道
事業会計

下水道
事業会計

浅間高原水道
事業会計

■特別会計補正予算一覧表

■公営企業会計補正予算一覧表

やんば茶屋

川原湯温泉
あそびの基地ＮＯＡ

株式会社やんば
代表取締役　中島　泰

株式会社ＮＯＡ
代表取締役　樋田省三

1

2

3

4

5

6

7

ふるさと応援基金費など
増額

補正
予算

■12月定例会（12/３・12）

　一般会計補正予算（第３号）[専決処分]

　567万円増額（計51億1960万円）

　一般会計補正予算（第４号）

　1億7889万円増額（計52億9849万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

　11月20日までに受理された請願・陳情５件は、12月議会定例会（３

日）に総務文教常任委員会へ付託され、同日開かれた総務文教常任

委員会にて審議されました。審議結果については下表のとおりです。

国へ意見書提出

■請願・陳情の審査結果一覧

群馬県医療労働組合連合会
中央執行委員長　出浦　匠人

浅見　豊子
他３名

羽根尾区長
櫻井　秀樹

大津区長
櫻井　敏雄

応桑区長
都丸　斉

ケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施
設への支援拡充を求める陳情

障害福祉サービス事業所やまどりの指定管理に
関する請願

古森地区公民館トイレ改修工事の陳情

大津多目的集会施設の照明器具のLED交換工事
に伴う費用補助についての陳情

応桑区多目的集会施設の電気照明設備改修工事
費の補助金の交付についての陳情

9 号

10 号

11 号

12 号

13 号

趣旨採択

不採択

不採択

不採択

結　果受理番号 件　名 提出者
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（意見書提出） 



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２　 　６７　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２

　議会行政視察を10月15日～16日（1泊2日）に実施し、初日に埼玉県寄

居町の議会だよりの編集について視察を行いました。

　寄居町議会の広報誌「お元気ですか寄居議会です」は平成９年５月よ

り創刊され、全国町村議会広報コンクールにおいて平成29年度から令

和５年度までの７回のうち、６度の最優秀賞に輝いています。

      

　読
ま
れ
な
い

　
　
　議
会
だ
よ
り
に

　
　
　出
す
意
味
な
し
！！

　
寄
居
町
議
会
で
は
、
日
本

一
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
「
議
会

だ
よ
り
は
議
会
改
革
の
ツ
ー

ル
」
と
位
置
づ
け
、
町
民
へ

の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

図
り
、
常
に
町
民
が
町
政
に

参
画
で
き
る
窓
口
を
開
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
の
議

会
の
流
れ
と
政
策
サ
イ
ク
ル

を
意
識
し
た
編
集
を
心
が
け
、

「
議
員
活
動
の
見
え
る
化
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　◎
Ｋ
Ｏ
Ｅ

　Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

　
編
集
方
針
と
し
て
「
町
民

参
加
」
を
打
ち
出
し
、
多
く

の
町
民
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

予
算
・
決
算
・
重
要
案
件
に

は
、
必
ず
議
会
と
町
民
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
紙
面
に
登
場
す
る
多

く
の
町
民
は
、
世
代
・
性
別

で
編
集
委
員
会
で
担
当
の
割

り
当
て
を
行
い
、
議
員
自
身

で
該
当
す
る
町
民
を
探
し
、

取
材
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
了
承

を
得
て
取
材
し
て
い
ま
す
。

◎
動
画
と
連
携
を
強
化

　
審
議
結
果
だ
け
で
な
く
、

審
議
経
過
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
、
町
民
の
関

心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
議
案

等
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
写

真
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し

て
記
事
を
補
完
す
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
読
ま
れ
る
」
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　最
重
点

概要

行っ
てきました！
行政
視察

埼玉県寄居町

　議会行政視察2日目には同県の三芳町を視察しました。

　同町は首都圏から30㎞に位置し、埼玉県入間郡の南部、武蔵野台地

の北東部にあたり、面積15.33㎢、人口3万7439人（令和6年10月末日現

在）の町であります。みどり豊かな武蔵野の雑木林や三富新田に代表さ

れる田園風景が広がる自然と都市機能が調和した「トカイナカ」です。

      

　開
か
れ
た
議
会
の

　
　
　た
め
に

　
三
芳
町
議
会
は
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
平

成
22
年
に
議
会
基
本
条
例
と

議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

す
る
な
ど
、
議
会
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　デ
ジ
タ
ル
化
へ

　
令
和
３
年
３
月
に
オ
ン
ラ

イ
ン
委
員
会
開
催
に
向
け
条

例
改
正
を
行
い
、
同
年
４
月

に
は
正
式
な
オ
ン
ラ
イ
ン
委

員
会
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
年
12
月
よ
り
完
全

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
視
野
に

入
れ
、
会
議
シ
ス
テ
ム
も
導

入
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
住

民
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
の

た
めY

o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
も

開
設
し
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
配

信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
つ
い
て

　

概要経緯

行っ
てきました！

行政
視察

埼玉県三芳町

　
三
芳
町
議
会
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
き
っ
か
け
は
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
平

成
22
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

平
成
27
年
か
ら
会
議
資
料
等

の
閲
覧
を
目
的
と
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
機
器
等
の
議
場
へ
の

持
ち
込
み
を
許
可
。

　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
よ

り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
視
野

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

基
本
的
に
紙
ベ
ー
ス
で
の
配

布
は
し
な
い
仕
組
み
。
当
町

に
お
い
て
も
、
昨
年
12
月
定

例
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
予
算
書
は
紙
ベ
ー
ス
で

の
配
布
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

導
入
済
の
他
町
村
で
も
同
様

の
対
応
が
多
い
様
子
で
あ
る
、

三
芳
町
議
会
で
は
Ｐ
Ｃ
等
を

持
ち
込
み
可
能
と
し
て
複
数

の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
用
し

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
し
て
い
る
。

議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
等

課
題
は
あ
る
が
興
味
深
い
取

り
組
み
と
思
え
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
３
月
よ

り
発
災
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
委
員
会
の
開
催
が
可
能

と
な
っ
た
そ
う
だ
。
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
は
、
各
委
員
会
を
含
め

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
か
な
り

の
回
数
が
開
催
さ
れ
た
。
有

事
に
は
か
な
り
有
効
な
シ
ス

テ
ム
と
思
わ
れ
た
。
使
い
こ

な
す
こ
と
や
発
言
方
法
等
に

も
慣
れ
が
必
要
と
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
非
常
時
以
外
に

も
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
思
う
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
議
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
資
料

の
作
成
や
配
布
と
い
っ
た
事

務
局
の
負
担
軽
減
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
経
費
の
削

減
に
加
え
、
資
料
の
整
理
・

保
管
等
ス
ム
ー
ズ
な
活
用
が

推
進
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

行政視察レポート

土屋　　匡　議員

　
寄
居
町
の
広
報
は
直
近
10

年
間
で
最
優
秀
賞
６
回
、
優

秀
賞
１
回
、
優
良
賞
他
３
回

と
常
に
上
位
で
あ
り
ま
す
。

広
報
委
員
は
８
名
お
り
「
読

ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
は
出

す
意
味
な
し
、
日
本
一
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
す
」
を
旗
印
に
編
集

し
て
お
り
ま
す
。
全
て
が
町

民
目
線
、
町
民
主
体
に
て
取

材
、
構
成
、
編
集
を
委
員
が

行
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
個
所
に
町
民
を
登
場
さ
せ
、

写
真
、
談
話
、
意
見
等
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
１
万
３
千

部
発
行
し
配
布
し
て
い
ま
す

が
講
読
率
は
判
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
般
質
問
に
つ
い
て

は
当
人
が
原
稿
執
筆
、
問
答

に
つ
い
て
は
各
セ
ク
シ
ョ
ン

に
確
認
し
要
点
の
み
編
集
な

ど
様
々
な
工
夫
。
以
上
の
活

動
に
取
材
等
に
関
す
る
費
用
、

時
間
な
ど
委
員
に
負
担
が
生

じ
て
い
る
た
め
調
査
費
用
の

支
給
を
検
討
中
と
の
事
で
し

た
。

行政視察レポート

冨澤　重男　議員



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２　 　６７　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２

　議会行政視察を10月15日～16日（1泊2日）に実施し、初日に埼玉県寄

居町の議会だよりの編集について視察を行いました。

　寄居町議会の広報誌「お元気ですか寄居議会です」は平成９年５月よ

り創刊され、全国町村議会広報コンクールにおいて平成29年度から令

和５年度までの７回のうち、６度の最優秀賞に輝いています。

      

　読
ま
れ
な
い

　
　
　議
会
だ
よ
り
に

　
　
　出
す
意
味
な
し
！！

　
寄
居
町
議
会
で
は
、
日
本

一
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
「
議
会

だ
よ
り
は
議
会
改
革
の
ツ
ー

ル
」
と
位
置
づ
け
、
町
民
へ

の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

図
り
、
常
に
町
民
が
町
政
に

参
画
で
き
る
窓
口
を
開
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
の
議

会
の
流
れ
と
政
策
サ
イ
ク
ル

を
意
識
し
た
編
集
を
心
が
け
、

「
議
員
活
動
の
見
え
る
化
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　◎
Ｋ
Ｏ
Ｅ

　Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

　
編
集
方
針
と
し
て
「
町
民

参
加
」
を
打
ち
出
し
、
多
く

の
町
民
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

予
算
・
決
算
・
重
要
案
件
に

は
、
必
ず
議
会
と
町
民
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
紙
面
に
登
場
す
る
多

く
の
町
民
は
、
世
代
・
性
別

で
編
集
委
員
会
で
担
当
の
割

り
当
て
を
行
い
、
議
員
自
身

で
該
当
す
る
町
民
を
探
し
、

取
材
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
了
承

を
得
て
取
材
し
て
い
ま
す
。

◎
動
画
と
連
携
を
強
化

　
審
議
結
果
だ
け
で
な
く
、

審
議
経
過
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
、
町
民
の
関

心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
議
案

等
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
写

真
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し

て
記
事
を
補
完
す
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
読
ま
れ
る
」
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　最
重
点

概要

行っ
てきました！

行政
視察

埼玉県寄居町

　議会行政視察2日目には同県の三芳町を視察しました。

　同町は首都圏から30㎞に位置し、埼玉県入間郡の南部、武蔵野台地

の北東部にあたり、面積15.33㎢、人口3万7439人（令和6年10月末日現

在）の町であります。みどり豊かな武蔵野の雑木林や三富新田に代表さ

れる田園風景が広がる自然と都市機能が調和した「トカイナカ」です。

      

　開
か
れ
た
議
会
の

　
　
　た
め
に

　
三
芳
町
議
会
は
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
平

成
22
年
に
議
会
基
本
条
例
と

議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

す
る
な
ど
、
議
会
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　デ
ジ
タ
ル
化
へ

　
令
和
３
年
３
月
に
オ
ン
ラ

イ
ン
委
員
会
開
催
に
向
け
条

例
改
正
を
行
い
、
同
年
４
月

に
は
正
式
な
オ
ン
ラ
イ
ン
委

員
会
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
年
12
月
よ
り
完
全

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
視
野
に

入
れ
、
会
議
シ
ス
テ
ム
も
導

入
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
住

民
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
の

た
めY

o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
も

開
設
し
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
配

信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
つ
い
て

　

概要経緯

行っ
てきました！
行政
視察

埼玉県三芳町

　
三
芳
町
議
会
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
き
っ
か
け
は
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
平

成
22
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

平
成
27
年
か
ら
会
議
資
料
等

の
閲
覧
を
目
的
と
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
機
器
等
の
議
場
へ
の

持
ち
込
み
を
許
可
。

　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
よ

り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
視
野

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

基
本
的
に
紙
ベ
ー
ス
で
の
配

布
は
し
な
い
仕
組
み
。
当
町

に
お
い
て
も
、
昨
年
12
月
定

例
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
予
算
書
は
紙
ベ
ー
ス
で

の
配
布
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

導
入
済
の
他
町
村
で
も
同
様

の
対
応
が
多
い
様
子
で
あ
る
、

三
芳
町
議
会
で
は
Ｐ
Ｃ
等
を

持
ち
込
み
可
能
と
し
て
複
数

の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
用
し

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
し
て
い
る
。

議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
等

課
題
は
あ
る
が
興
味
深
い
取

り
組
み
と
思
え
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
３
月
よ

り
発
災
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
委
員
会
の
開
催
が
可
能

と
な
っ
た
そ
う
だ
。
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
は
、
各
委
員
会
を
含
め

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
か
な
り

の
回
数
が
開
催
さ
れ
た
。
有

事
に
は
か
な
り
有
効
な
シ
ス

テ
ム
と
思
わ
れ
た
。
使
い
こ

な
す
こ
と
や
発
言
方
法
等
に

も
慣
れ
が
必
要
と
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
非
常
時
以
外
に

も
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
思
う
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
議
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
資
料

の
作
成
や
配
布
と
い
っ
た
事

務
局
の
負
担
軽
減
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
経
費
の
削

減
に
加
え
、
資
料
の
整
理
・

保
管
等
ス
ム
ー
ズ
な
活
用
が

推
進
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

行政視察レポート

土屋　　匡　議員

　
寄
居
町
の
広
報
は
直
近
10

年
間
で
最
優
秀
賞
６
回
、
優

秀
賞
１
回
、
優
良
賞
他
３
回

と
常
に
上
位
で
あ
り
ま
す
。

広
報
委
員
は
８
名
お
り
「
読

ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
は
出

す
意
味
な
し
、
日
本
一
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
す
」
を
旗
印
に
編
集

し
て
お
り
ま
す
。
全
て
が
町

民
目
線
、
町
民
主
体
に
て
取

材
、
構
成
、
編
集
を
委
員
が

行
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
個
所
に
町
民
を
登
場
さ
せ
、

写
真
、
談
話
、
意
見
等
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
１
万
３
千

部
発
行
し
配
布
し
て
い
ま
す

が
講
読
率
は
判
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
般
質
問
に
つ
い
て

は
当
人
が
原
稿
執
筆
、
問
答

に
つ
い
て
は
各
セ
ク
シ
ョ
ン

に
確
認
し
要
点
の
み
編
集
な

ど
様
々
な
工
夫
。
以
上
の
活

動
に
取
材
等
に
関
す
る
費
用
、

時
間
な
ど
委
員
に
負
担
が
生

じ
て
い
る
た
め
調
査
費
用
の

支
給
を
検
討
中
と
の
事
で
し

た
。

行政視察レポート

冨澤　重男　議員



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２９ ８

問う考えを町の町の町の

一般質問

（10㌻）

（11㌻）

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

萩原　広美　議員

杉崎　能久　議員

星河　明彦　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

湯本　宗一　議員

はぎわら

すぎざき

ほしかわ

あさぬま

まきやま

ゆもと

　　ひろみ　　

　　　　　　　

よしひさ

あきひこ

かつゆき

　　あきら

そういち

・長野原のきこえの問題について

・若者に選ばれる町づくりについて

・情報発信のあり方について

・第２期長野原町まち・ひと・しごと総合戦略

　の達成度と私が注視する５つの事業の次年度

　以降の取り組みについて

・PTA活動の今後のあり方と町の現状について

・町、議会は各種団体、住民と共働で住みよい

　町づくりを急ぐべき

・災害時の対応とインフラ整備について あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

３月次
回
定
例
会

 ５ 日（水）

１2日（水）

１9日（水）

　議会定例・臨時会の様子はどなたで

も傍聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接

議場までお越しください。受付簿に氏

名など必要事項を記入の上、傍聴して

ください。予約は不要で会議中の入退

室も自由です。 

R6
11/5

群馬県町村議会議員研修会　
場所：玉村文化センター

　11月５日（火）、玉村町文化センターにおいて群馬

県町村議会議長会主催の議員研修会が開催されまし

た。

　県内各町村の議会議員が参加し、講師にお招きした

中村健氏と鍵屋一氏による各講演に熱心に耳を傾けま

した。�

R6
10/18

吾妻郡町村議会議員研修会　
場所：＠長野原大ホール

　10月18日（金）、＠長野原大ホールにおいて吾妻郡

町村議会議長会主催の議員研修会が開催されました。�

　吾妻郡内各町村の議会議員が参加し、講師に群馬県

知事の山本一太氏をお招きして「新・群馬県総合計画

（ビジョン）2040年に向けた政策の方向性」について

ご講演いただきました。�

議会活動報告

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

一
般
質
問
と
は
。

　議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ

す
こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求

め
る
こ
と
で
す
。

　12
月
定
例
会
で
は
６
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
情
報
発
信

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
10
㌻
か

ら
15
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２９ ８

問う考えを町の町の町の

一般質問

（10㌻）

（11㌻）

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

萩原　広美　議員

杉崎　能久　議員

星河　明彦　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

湯本　宗一　議員

はぎわら

すぎざき

ほしかわ

あさぬま

まきやま

ゆもと

　　ひろみ　　

　　　　　　　

よしひさ

あきひこ

かつゆき

　　あきら

そういち

・長野原のきこえの問題について

・若者に選ばれる町づくりについて

・情報発信のあり方について

・第２期長野原町まち・ひと・しごと総合戦略

　の達成度と私が注視する５つの事業の次年度

　以降の取り組みについて

・PTA活動の今後のあり方と町の現状について

・町、議会は各種団体、住民と共働で住みよい

　町づくりを急ぐべき

・災害時の対応とインフラ整備について あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

３月次
回
定
例
会

 ５ 日（水）

１2日（水）

１9日（水）

　議会定例・臨時会の様子はどなたで

も傍聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接

議場までお越しください。受付簿に氏

名など必要事項を記入の上、傍聴して

ください。予約は不要で会議中の入退

室も自由です。 

R6
11/5

群馬県町村議会議員研修会　
場所：玉村文化センター

　11月５日（火）、玉村町文化センターにおいて群馬

県町村議会議長会主催の議員研修会が開催されまし

た。

　県内各町村の議会議員が参加し、講師にお招きした

中村健氏と鍵屋一氏による各講演に熱心に耳を傾けま

した。�

R6
10/18

吾妻郡町村議会議員研修会　
場所：＠長野原大ホール

　10月18日（金）、＠長野原大ホールにおいて吾妻郡

町村議会議長会主催の議員研修会が開催されました。�

　吾妻郡内各町村の議会議員が参加し、講師に群馬県

知事の山本一太氏をお招きして「新・群馬県総合計画

（ビジョン）2040年に向けた政策の方向性」について

ご講演いただきました。�

議会活動報告

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

一
般
質
問
と
は
。

　議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ

す
こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求

め
る
こ
と
で
す
。

　12
月
定
例
会
で
は
６
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
情
報
発
信

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
10
㌻
か

ら
15
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。



働
く
場
所
は
他
の
市
町
村
で

も
良
い
。
も
の
ご
と
を
俯
瞰

し
て
見
る
と
、
も
っ
と
幅
広

く
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
長
野
原
町
は
便
利
さ
よ

り
も
自
然
や
環
境
を
全
面
に

出
し
て
い
く
べ
き
で
は
。
一

緒
に
考
え
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

②
情
報
発
信
の

　
　
　あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
長
野
原
町
は
、
あ
ら

　
　
　
ゆ
る
媒
体
を
駆
使
し

て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る

が
伝
わ
ら
な
さ
を
始
め
と
し

て
課
題
が
多
い
。

　
　
　
町
長

　町
ア
プ
リ
の

　
　
　
活
用
方
法
と
し
て
プ

ッ
シ
ュ
通
知
や
防
災
無
線
と

の
連
携
に
よ
る
配
信
内
容
の

見
直
し
を
実
施
中
。
今
ま
で

以
上
に
情
報
が
伝
わ
る
よ
う

な
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
教
室
は
引
き
続
き
開

催
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
を
通
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ス
マ
ホ
教
室
は
継
続

　
　
　
で
お
願
い
し
た
い
。

今
後
は
情
報
受
信
側
（
町

民
）
に
対
す
る
働
き
か
け
も

大
事
な
の
で
は
。

　
　
　
町
長

　全
て
の
人
に

　
　
　
情
報
を
届
け
る
の
は

難
し
い
。
そ
の
中
で
我
々
が

考
え
る
べ
き
事
は
緊
急
事
態

の
と
き
に
一
人
で
も
多
く
の

人
間
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
。

　
　
　
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
い
る

　
　
　
現
況
か
ら
す
る
と
全

て

の

情

報

発

信

媒

体

が

W
E
B
に
変
わ
っ
て
く
る
と

思
う
。
早
く
慣
れ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
に
積
極
的
に
触
れ
る
機

会
を
創
出
す
べ
き
。
今
後
ま

す
ま
す
時
代
は
変
わ
っ
て
い

く
と
い
う
認
識
の
中
で
、
町

民
に
き
ち
ん
と
情
報
を
配
信

し
て
欲
し
い
。

　
　
　
町
長

　N
T
T
に

　
　
　
「
さ
さ
え
i
」
と
い

う
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

来
年
度
入
れ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。
多
種
多
様
な
情

報
発
信
の
や
り
方
が
あ
り
、

そ
の
中
で
何
が
い
い
の
か
見

極
め
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
ア

イ
デ
ア
が
欲
し
い
。

森
で
生
ま
れ
育
っ
た
ラ
ガ
ー

マ
ン
が
な
ぜ
副
町
長
を
や
っ

て
い
る
の
か
。
Ｕ
タ
ー
ン
を

し
た
人
間
、
こ
こ
に
移
住
し

て
き
た
人
間
で
あ
る
我
々
が
、

積
極
的
に
そ
の
体
験
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
。

　
　
　
長
野
原
町
の
環
境
や

　
　
　
人
は
確
か
に
素
晴
ら

し
い
が
、
長
野
原
町
を
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
の
努
力
は

怠
っ
て
は
い
け
な
い
。
町
内

で
所
用
を
完
結
で
き
る
仕
組

み
は
あ
っ
て
い
い
。
町
を
い

か
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か

考
え
る
の
が
大
事
。
い
ま
町

に
は
本
当
に
面
白
い
方
々
が

増
え
て
き
て
い
る
。
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
町
か
ら

離
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
町
長
　
町
内
で
す
べ

　
　
　
て
が
完
結
で
き
な
く

て
も
良
い
と
私
は
考
え
る
。

住
む
場
所
は
長
野
原
町
で
、

対
し
て
、
こ
の
場
で
や
る
か
、

や
ら
な
い
か
の
議
論
は
不
毛

な
や
り
取
り
で
、
も
っ
と
建

設
的
な
議
論
の
場
に
し
た
い

で
す
。
例
え
ば
、
こ
の
世
の
中

は
耳
が
良
く
聞
こ
え
な
い
人

な
ど
、
弱
い
方
や
数
の
少
な

い
方
達
が
周
り
に
合
わ
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

受
け
入
れ
る
周
り
の
人
間
の

意
識
の
方
が
重
要
で
あ
り
、

双
方
が
歩
み
寄
れ
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
居
場
所
づ

く
り
を
ど
う
や
っ
た
ら
築
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
？

萩
原
議
員
と
は
、
そ
う
い
う

こ
と
を
、
こ
の
議
場
で
言
葉

を
交
し
た
い
。

助
成
に
対
し
て
前
向
き
に
検

討
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　町
長
　
前
向
き
に
検

　
　
　
討
。

　
　
　
長
野
原
町
が
独
自
助

　
　
　
成
を
行
う
こ
と
が
障

害
手
帳
を
受
け
る
ほ
ど
で
も

な
い
方
の
補
聴
器
購
入
の
後

押
し
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
一
般
質

　
　
　
問
は
一
問
目
の
萩
原

議
員
の
質
問
で
課
題
を
提
起

し
、
結
論
を
述
べ
、
政
策
ま
で

提
案
し
て
完
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
単
な
る
要
望
で
あ
り
、

一
般
質
問
で
は
控
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
町
民
に
と
っ
て

は
、
良
い
か
悪
い
か
で
言
え

ば
良
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

　
　
　
人
生
1
0
0
年
と
言

　
　
　
わ
れ
る
昨
今
生
涯
医

療
費
が
2
7
0
0
万
円
町
負

担
の
医
療
費
は
14
億
4
2
0
0

万
円
余
り
で
、
90
%
弱
が
高

齢
者
の
医
療
費
と
な
り
ま
す
。

不
健
康
寿
命
は
8
、
9
年
と

言
わ
れ
食
事
運
動
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
だ
と
聞

き
ま
す
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
上
で

補
聴
器
の
存
在
意
義
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
聴
力
低
下

の
原
因
は
、
加
齢
性
難
聴
が

主
で
75
歳
以
上
の
34
%
又
30

代
後
半
で
も
聴
力
低
下
が
始

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
聞
こ
え
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
為
に
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
在
補
聴
器
の
需
要
が

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
住
民
が
助
成
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
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考えを問う町の

①若者に選ばれる
　町づくりについて
②情報発信のあり方について

①若者に選ばれる
　町づくりについて
②情報発信のあり方について

長野原の
きこえの問題について
長野原の
きこえの問題について

拡
充
に
努
め
て
い
く

①
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

　地
域
づ
く
り

②
情
報
が
伝
わ
る
方
法
を
模
索
中

考えを問う町の

①
若
者
に
選
ば
れ
る

　
　町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
人
口
流
出
を
防
ぐ
た

　
　
　
め
首
都
圏
に
本
社
が

あ
る
企
業
の
誘
致
を
促
す
等
、

若
者
に
選
ば
れ
る
町
づ
く
り

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　町
長
　
希
望
を
持
っ

　
　
　
て
暮
ら
し
て
い
け
る

地
域
づ
く
り
が
重
要
。

　
　
　
若
年
層
に
タ
ー
ゲ
ッ

　
　
　
ト
を
絞
っ
た
町
の
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
て
は
。
東
京
か

ら
２
時
間
以
内
で
来
れ
る
の

は
大
き
な
強
み
。

　
　
　
町
長
　
単
に
企
業
誘

　
　
　
致
を
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
町
の
自
然
や
環
境
、

生
き
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
や
生
き
て
い
く
ス
タ
イ

ル
を
全
面
的
に
発
信
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。
杉
崎

議
員
は
い
い
モ
デ
ル
。
私
の

隣
に
い
る
梶
野
も
そ
う
。
青

す
が
、
町
の
見
解
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
厚
労
省
で
は
、

　
　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
補
聴
器
の
補
助

で
す
が
、
町
に
障
害
者
手
帳

の
申
請
を
行
い
、
補
助
を
行

う
制
度
は
あ
り
ま
す
。
今
後

高
齢
化
で
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
近
隣
町

村
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
補
聴
器
で
す
が
、
1

　
　
　
台
あ
た
り
10
～
30
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
も

昨
年
難
聴
児
の
申
請
が
０
件
、

補
聴
器
補
助
が
2
件
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
65
歳
以

前
の
方
を
含
め
た
補
聴
器
の
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働
く
場
所
は
他
の
市
町
村
で

も
良
い
。
も
の
ご
と
を
俯
瞰

し
て
見
る
と
、
も
っ
と
幅
広

く
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
長
野
原
町
は
便
利
さ
よ

り
も
自
然
や
環
境
を
全
面
に

出
し
て
い
く
べ
き
で
は
。
一

緒
に
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え
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

②
情
報
発
信
の

　
　
　あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
長
野
原
町
は
、
あ
ら

　
　
　
ゆ
る
媒
体
を
駆
使
し

て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る

が
伝
わ
ら
な
さ
を
始
め
と
し

て
課
題
が
多
い
。

　
　
　
町
長

　町
ア
プ
リ
の

　
　
　
活
用
方
法
と
し
て
プ

ッ
シ
ュ
通
知
や
防
災
無
線
と

の
連
携
に
よ
る
配
信
内
容
の

見
直
し
を
実
施
中
。
今
ま
で

以
上
に
情
報
が
伝
わ
る
よ
う

な
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
教
室
は
引
き
続
き
開

催
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
を
通
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ス
マ
ホ
教
室
は
継
続

　
　
　
で
お
願
い
し
た
い
。

今
後
は
情
報
受
信
側
（
町

民
）
に
対
す
る
働
き
か
け
も

大
事
な
の
で
は
。

　
　
　
町
長

　全
て
の
人
に

　
　
　
情
報
を
届
け
る
の
は

難
し
い
。
そ
の
中
で
我
々
が

考
え
る
べ
き
事
は
緊
急
事
態

の
と
き
に
一
人
で
も
多
く
の

人
間
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
。

　
　
　
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
い
る

　
　
　
現
況
か
ら
す
る
と
全

て

の

情

報

発

信

媒

体

が

W
E
B
に
変
わ
っ
て
く
る
と

思
う
。
早
く
慣
れ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
に
積
極
的
に
触
れ
る
機

会
を
創
出
す
べ
き
。
今
後
ま

す
ま
す
時
代
は
変
わ
っ
て
い

く
と
い
う
認
識
の
中
で
、
町

民
に
き
ち
ん
と
情
報
を
配
信

し
て
欲
し
い
。

　
　
　
町
長

　N
T
T
に

　
　
　
「
さ
さ
え
i
」
と
い

う
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

来
年
度
入
れ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。
多
種
多
様
な
情

報
発
信
の
や
り
方
が
あ
り
、

そ
の
中
で
何
が
い
い
の
か
見

極
め
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
ア

イ
デ
ア
が
欲
し
い
。

森
で
生
ま
れ
育
っ
た
ラ
ガ
ー

マ
ン
が
な
ぜ
副
町
長
を
や
っ

て
い
る
の
か
。
Ｕ
タ
ー
ン
を

し
た
人
間
、
こ
こ
に
移
住
し

て
き
た
人
間
で
あ
る
我
々
が
、

積
極
的
に
そ
の
体
験
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
。

　
　
　
長
野
原
町
の
環
境
や

　
　
　
人
は
確
か
に
素
晴
ら

し
い
が
、
長
野
原
町
を
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
の
努
力
は

怠
っ
て
は
い
け
な
い
。
町
内

で
所
用
を
完
結
で
き
る
仕
組

み
は
あ
っ
て
い
い
。
町
を
い

か
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か

考
え
る
の
が
大
事
。
い
ま
町

に
は
本
当
に
面
白
い
方
々
が

増
え
て
き
て
い
る
。
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
町
か
ら

離
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
町
長
　
町
内
で
す
べ

　
　
　
て
が
完
結
で
き
な
く

て
も
良
い
と
私
は
考
え
る
。

住
む
場
所
は
長
野
原
町
で
、

対
し
て
、
こ
の
場
で
や
る
か
、

や
ら
な
い
か
の
議
論
は
不
毛

な
や
り
取
り
で
、
も
っ
と
建

設
的
な
議
論
の
場
に
し
た
い

で
す
。
例
え
ば
、
こ
の
世
の
中

は
耳
が
良
く
聞
こ
え
な
い
人

な
ど
、
弱
い
方
や
数
の
少
な

い
方
達
が
周
り
に
合
わ
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

受
け
入
れ
る
周
り
の
人
間
の

意
識
の
方
が
重
要
で
あ
り
、

双
方
が
歩
み
寄
れ
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
居
場
所
づ

く
り
を
ど
う
や
っ
た
ら
築
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
？

萩
原
議
員
と
は
、
そ
う
い
う

こ
と
を
、
こ
の
議
場
で
言
葉

を
交
し
た
い
。

助
成
に
対
し
て
前
向
き
に
検

討
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　町
長
　
前
向
き
に
検

　
　
　
討
。

　
　
　
長
野
原
町
が
独
自
助

　
　
　
成
を
行
う
こ
と
が
障

害
手
帳
を
受
け
る
ほ
ど
で
も

な
い
方
の
補
聴
器
購
入
の
後

押
し
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
一
般
質

　
　
　
問
は
一
問
目
の
萩
原

議
員
の
質
問
で
課
題
を
提
起

し
、
結
論
を
述
べ
、
政
策
ま
で

提
案
し
て
完
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
単
な
る
要
望
で
あ
り
、

一
般
質
問
で
は
控
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
町
民
に
と
っ
て

は
、
良
い
か
悪
い
か
で
言
え

ば
良
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

　
　
　
人
生
1
0
0
年
と
言

　
　
　
わ
れ
る
昨
今
生
涯
医

療
費
が
2
7
0
0
万
円
町
負

担
の
医
療
費
は
14
億
4
2
0
0

万
円
余
り
で
、
90
%
弱
が
高

齢
者
の
医
療
費
と
な
り
ま
す
。

不
健
康
寿
命
は
8
、
9
年
と

言
わ
れ
食
事
運
動
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
だ
と
聞

き
ま
す
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
上
で

補
聴
器
の
存
在
意
義
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
聴
力
低
下

の
原
因
は
、
加
齢
性
難
聴
が

主
で
75
歳
以
上
の
34
%
又
30

代
後
半
で
も
聴
力
低
下
が
始

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
聞
こ
え
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
為
に
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
在
補
聴
器
の
需
要
が

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
住
民
が
助
成
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

萩原　広美　議員
はぎわら ひろみひろみ

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。杉崎　能久　議員
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考えを問う町の

①若者に選ばれる
　町づくりについて
②情報発信のあり方について

①若者に選ばれる
　町づくりについて
②情報発信のあり方について

長野原の
きこえの問題について
長野原の
きこえの問題について

拡
充
に
努
め
て
い
く

①
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

　地
域
づ
く
り

②
情
報
が
伝
わ
る
方
法
を
模
索
中

考えを問う町の

①
若
者
に
選
ば
れ
る

　
　町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
人
口
流
出
を
防
ぐ
た

　
　
　
め
首
都
圏
に
本
社
が

あ
る
企
業
の
誘
致
を
促
す
等
、

若
者
に
選
ば
れ
る
町
づ
く
り

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　町
長
　
希
望
を
持
っ

　
　
　
て
暮
ら
し
て
い
け
る

地
域
づ
く
り
が
重
要
。

　
　
　
若
年
層
に
タ
ー
ゲ
ッ

　
　
　
ト
を
絞
っ
た
町
の
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
て
は
。
東
京
か

ら
２
時
間
以
内
で
来
れ
る
の

は
大
き
な
強
み
。

　
　
　
町
長
　
単
に
企
業
誘

　
　
　
致
を
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
町
の
自
然
や
環
境
、

生
き
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
や
生
き
て
い
く
ス
タ
イ

ル
を
全
面
的
に
発
信
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。
杉
崎

議
員
は
い
い
モ
デ
ル
。
私
の

隣
に
い
る
梶
野
も
そ
う
。
青

す
が
、
町
の
見
解
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
厚
労
省
で
は
、

　
　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
補
聴
器
の
補
助

で
す
が
、
町
に
障
害
者
手
帳

の
申
請
を
行
い
、
補
助
を
行

う
制
度
は
あ
り
ま
す
。
今
後

高
齢
化
で
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
近
隣
町

村
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
補
聴
器
で
す
が
、
1

　
　
　
台
あ
た
り
10
～
30
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
も

昨
年
難
聴
児
の
申
請
が
０
件
、

補
聴
器
補
助
が
2
件
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
65
歳
以

前
の
方
を
含
め
た
補
聴
器
の

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２１１ １０



　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
来
の
あ
り

　
　
　
方
を
見
つ
め
直
し
て

も
ら
い
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
現
在
だ
け
で

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
は
父
兄

と
教
師
の
間
を
つ
な
ぐ
こ
と

が
一
番
の
目
的
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
忘
れ
て
は

　
　
　
な
ら
な
い
の
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
子
供
た
ち
の
よ
り
良

い
教
育
環
境
を
目
指
し
て
、

保
護
者
と
先
生
が
力
を
合
わ

せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
題

を
共
有
し
理
解
を
深
め
て
子

供
た
ち
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
子
供
た
ち
の
こ
と
を

　
　
　
深
く
考
え
ず
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
解
散
し
て
し
ま
っ

た
組
織
を
再
開
す
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

形
は
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
も
、

今
後
こ
の
よ
う
な
組
織
を
こ

れ
か
ら
も
継
い
で
い
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

　
　
　
動
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
活
動
の
良
い

面
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
長

く
続
け
て
き
た
活
動
も
前
例

踏
襲
に
こ
だ
わ
ら
ず
活
動
方

法
な
ど
も
見
直
し
な
が
ら
続

け
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

状
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
今
年
度
よ

　
　
　
り
、
地
域
全
体
で
子

供
た
ち
を
支
え
て
い
く
体
制

と
し
て
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
保
護
者
と
学
校

と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
方
々
に
も
参
画

し
て
い
た
だ
き
話
し
合
い
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果
た
し
て
き
た

役
割
を
念
頭
に
、
単
に
組
織

を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
多

様
化
す
る
社
会
に
必
要
な
も

の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
及

び
地
域
の
方
々
が
参
加
で
き

る
地
域
支
援
体
制
を
構
築
し
、

子
供
た
ち
の
学
校
生
活
を
守

り
、
成
長
を
支
え
て
い
け
る

よ
う
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
具
体
的
な
施
策
の
実

　
　
　
施
内
容
を
伺
い
た
い
。

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
は
ど
の

よ
う
に
し
て
差
別
化
す
る
の

か
？
水
力
発
電
は
導
入
に
向

け
再
検
討
を
。
八
ッ
場
周
遊

バ
ス
は
使
い
勝
手
が
良
く
な

る
よ
う
に
ル
ー
ト
の
変
更
を

検
討
。
歴
史
街
道
の
取
組

は
？

　
　
　
町
長
　
こ
の
場
で
深

　
　
　
い
議
論
す
る
に
は
資

料
も
莫
大
に
な
り
時
間
も
足

り
な
い
、
総
合
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
の
説
明
会
を
開
催

し
議
員
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

伺
う
場
所
を
セ
ッ
テ
イ
ン
グ

す
る
。
来
年
度
の
具
体
的
な

取
組
は
３
月
の
施
政
方
針
演

説
と
当
初
予
算
の
説
明
時
に

や
り
と
り
を
し
た
い
。

②
交
通
手
段
の
充
実
。
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
事
業
は
次

年
度
以
降
も
継
続
、
八
ッ

場
周
遊
バ
ス
も
運
行
会
社

は
事
業
を
継
続
す
る
。

③
歴
史
町
づ
く
り
や
、
歴
史

街
道
の
活
性
化
。
旧
狩
宿

本
陣
は
必
要
な
改
修
工
事

を
引
続
き
実
施
、
策
定
中

の
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
で
地
域
総
が
か
り
に

よ
る
文
化
財
の
次
世
代
へ

の
継
承
に
向
け
た
取
り
組

み
が
促
進
さ
れ
る
。

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
推
進
。
小
水
力
発
電

は
事
業
の
採
算
性
が
と
れ

な
い
事
か
ら
導
入
を
断
念

し
た
、
住
宅
用
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金
は
継
続
実
施
。

⑤
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

方
々
の
生
活
支
援
。
介
護

関
係
留
学
生
受
入
れ
支
援

事
業
費
の
補
助
金
を
実
施
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
誘

致
に
よ
る
外
国
人
ス
タ
ッ

フ
の
移
住
な
ど
想
定
さ
れ

る
の
で
、
地
域
に
お
け
る

　
　
　
第
二
期
長
野
原
町
ま

　
　
　
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
が
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
、
各
政
策
軸
の
実
施

状
況
「
各
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

結
果
」
と
５
つ
の
事
業
に
つ
い

て
次
年
度
以
降
の
取
組
内
容

を
お
伺
い
し
ま
す
。

①
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
雇
用

促
進
事
業

②
交
通
手
段
の
充
実

③
歴
史
ま
ち
づ
く
り
や
歴
史

街
道
等
の
活
性
化

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
推
進

⑤
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

方
々
の
生
活
支
援
に
つ
い

て
　
　
　
町
長
　
第
二
期
総
合

　
　
　
戦
略
は
今
年
度
で
最

終
年
度
を
迎
え
る
が
、
次
期

総
合
計
画
が
令
和
８
年
度
か

ら
と
な
る
為
、
整
合
性
や
効

率
性
を
図
る
た
め
総
合
戦
略

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

PTA活動の今後のあり方と
長野原町の現状について
PTA活動の今後のあり方と
長野原町の現状について

第二期長野原町まち・ひと・しごと総合戦略

達成度と私が注視する５つの事業の

次年度以降の取組内容について

新
計
画
策
定
に
向
け

　
　
　
　

 

準
備
を
進
め
て
い
る

子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

　
　い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

考えを問う町の

浅沼　克行　議員
あさぬま かつゆき

　
　
　
現
在
、
全
国
に
お
い

　
　
　
て
P
T
A
の
あ
り
方

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
少
子
化
の
進
展
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
、
価
値

感
の
多
様
化
な
ど
、
P
T
A

活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
群
馬
県
に
お
い

て
も
「
日
本
P
T
A
連
絡
協

議
会
」
を
退
会
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
よ
う
に
伺
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
度
の
赤

字
決
算
に
つ
い
て
の
説
明
が

充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
事

が
問
題
の
よ
う
で
あ
り
、
状

況
は
良
く
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
、
幼
小

中
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
経
験
し
、
そ

の
組
織
の
す
ば
ら
し
さ
も
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
と
共
に
現
在
の
そ
の
よ

う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
状
況
を
心
配

し
て
い
る
一
人
で
す
。
長
野

原
町
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現

を
１
年
延
長
し
、
２
つ
を
合

わ
せ
た
新
計
画
策
定
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。
各
施

策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
進
捗
状
況
と

達
成
度
は
20
項
目
中
15
項
目

で
達
成
。

①
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
雇
用

促
進
事
業
。
地
域
特
産
品

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
高
め
る
為
に
は
様
々
な

要
素
が
必
要
と
な
り
一
朝

一
夕
に
確
立
は
で
き
な
い
。

今
年
度
は
小
学
生
に
野
菜

の
苗
を
配
布
し
、
親
子
で

育
て
て
も
ら
う
試
み
を
実

施
、
農
作
物
に
関
心
を
持

ち
魅
力
を
醸
成
し
て
い
き

た
い
。
今
後
は
地
域
特
産

品
を
広
め
て
い
く
施
策
を

実
施
し
て
い
く
。

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２１３ １２
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※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。



　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
来
の
あ
り

　
　
　
方
を
見
つ
め
直
し
て

も
ら
い
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
現
在
だ
け
で

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
は
父
兄

と
教
師
の
間
を
つ
な
ぐ
こ
と

が
一
番
の
目
的
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
忘
れ
て
は

　
　
　
な
ら
な
い
の
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
子
供
た
ち
の
よ
り
良

い
教
育
環
境
を
目
指
し
て
、

保
護
者
と
先
生
が
力
を
合
わ

せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
題

を
共
有
し
理
解
を
深
め
て
子

供
た
ち
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
子
供
た
ち
の
こ
と
を

　
　
　
深
く
考
え
ず
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
解
散
し
て
し
ま
っ

た
組
織
を
再
開
す
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

形
は
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
も
、

今
後
こ
の
よ
う
な
組
織
を
こ

れ
か
ら
も
継
い
で
い
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

　
　
　
動
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
活
動
の
良
い

面
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
長

く
続
け
て
き
た
活
動
も
前
例

踏
襲
に
こ
だ
わ
ら
ず
活
動
方

法
な
ど
も
見
直
し
な
が
ら
続

け
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

状
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
今
年
度
よ

　
　
　
り
、
地
域
全
体
で
子

供
た
ち
を
支
え
て
い
く
体
制

と
し
て
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
保
護
者
と
学
校

と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
方
々
に
も
参
画

し
て
い
た
だ
き
話
し
合
い
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果
た
し
て
き
た

役
割
を
念
頭
に
、
単
に
組
織

を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
多

様
化
す
る
社
会
に
必
要
な
も

の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
及

び
地
域
の
方
々
が
参
加
で
き

る
地
域
支
援
体
制
を
構
築
し
、

子
供
た
ち
の
学
校
生
活
を
守

り
、
成
長
を
支
え
て
い
け
る

よ
う
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
具
体
的
な
施
策
の
実

　
　
　
施
内
容
を
伺
い
た
い
。

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
は
ど
の

よ
う
に
し
て
差
別
化
す
る
の

か
？
水
力
発
電
は
導
入
に
向

け
再
検
討
を
。
八
ッ
場
周
遊

バ
ス
は
使
い
勝
手
が
良
く
な

る
よ
う
に
ル
ー
ト
の
変
更
を

検
討
。
歴
史
街
道
の
取
組

は
？

　
　
　
町
長
　
こ
の
場
で
深

　
　
　
い
議
論
す
る
に
は
資

料
も
莫
大
に
な
り
時
間
も
足

り
な
い
、
総
合
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
の
説
明
会
を
開
催

し
議
員
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

伺
う
場
所
を
セ
ッ
テ
イ
ン
グ

す
る
。
来
年
度
の
具
体
的
な

取
組
は
３
月
の
施
政
方
針
演

説
と
当
初
予
算
の
説
明
時
に

や
り
と
り
を
し
た
い
。

②
交
通
手
段
の
充
実
。
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
事
業
は
次

年
度
以
降
も
継
続
、
八
ッ

場
周
遊
バ
ス
も
運
行
会
社

は
事
業
を
継
続
す
る
。

③
歴
史
町
づ
く
り
や
、
歴
史

街
道
の
活
性
化
。
旧
狩
宿

本
陣
は
必
要
な
改
修
工
事

を
引
続
き
実
施
、
策
定
中

の
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
で
地
域
総
が
か
り
に

よ
る
文
化
財
の
次
世
代
へ

の
継
承
に
向
け
た
取
り
組

み
が
促
進
さ
れ
る
。

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
推
進
。
小
水
力
発
電

は
事
業
の
採
算
性
が
と
れ

な
い
事
か
ら
導
入
を
断
念

し
た
、
住
宅
用
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金
は
継
続
実
施
。

⑤
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

方
々
の
生
活
支
援
。
介
護

関
係
留
学
生
受
入
れ
支
援

事
業
費
の
補
助
金
を
実
施
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
誘

致
に
よ
る
外
国
人
ス
タ
ッ

フ
の
移
住
な
ど
想
定
さ
れ

る
の
で
、
地
域
に
お
け
る

　
　
　
第
二
期
長
野
原
町
ま

　
　
　
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
が
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
、
各
政
策
軸
の
実
施

状
況
「
各
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

結
果
」
と
５
つ
の
事
業
に
つ
い

て
次
年
度
以
降
の
取
組
内
容

を
お
伺
い
し
ま
す
。

①
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
雇
用

促
進
事
業

②
交
通
手
段
の
充
実

③
歴
史
ま
ち
づ
く
り
や
歴
史

街
道
等
の
活
性
化

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
推
進

⑤
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

方
々
の
生
活
支
援
に
つ
い

て
　
　
　
町
長
　
第
二
期
総
合

　
　
　
戦
略
は
今
年
度
で
最

終
年
度
を
迎
え
る
が
、
次
期

総
合
計
画
が
令
和
８
年
度
か

ら
と
な
る
為
、
整
合
性
や
効

率
性
を
図
る
た
め
総
合
戦
略

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

PTA活動の今後のあり方と
長野原町の現状について
PTA活動の今後のあり方と
長野原町の現状について

第二期長野原町まち・ひと・しごと総合戦略

達成度と私が注視する５つの事業の

次年度以降の取組内容について

新
計
画
策
定
に
向
け

　
　
　
　

 

準
備
を
進
め
て
い
る

子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

　
　い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

考えを問う町の

浅沼　克行　議員
あさぬま かつゆき

　
　
　
現
在
、
全
国
に
お
い

　
　
　
て
P
T
A
の
あ
り
方

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
少
子
化
の
進
展
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
、
価
値

感
の
多
様
化
な
ど
、
P
T
A

活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
群
馬
県
に
お
い

て
も
「
日
本
P
T
A
連
絡
協

議
会
」
を
退
会
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
よ
う
に
伺
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
度
の
赤

字
決
算
に
つ
い
て
の
説
明
が

充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
事

が
問
題
の
よ
う
で
あ
り
、
状

況
は
良
く
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
、
幼
小

中
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
経
験
し
、
そ

の
組
織
の
す
ば
ら
し
さ
も
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
と
共
に
現
在
の
そ
の
よ

う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
状
況
を
心
配

し
て
い
る
一
人
で
す
。
長
野

原
町
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現

を
１
年
延
長
し
、
２
つ
を
合

わ
せ
た
新
計
画
策
定
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。
各
施

策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
進
捗
状
況
と

達
成
度
は
20
項
目
中
15
項
目

で
達
成
。

①
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
雇
用

促
進
事
業
。
地
域
特
産
品

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
高
め
る
為
に
は
様
々
な

要
素
が
必
要
と
な
り
一
朝

一
夕
に
確
立
は
で
き
な
い
。

今
年
度
は
小
学
生
に
野
菜

の
苗
を
配
布
し
、
親
子
で

育
て
て
も
ら
う
試
み
を
実

施
、
農
作
物
に
関
心
を
持

ち
魅
力
を
醸
成
し
て
い
き

た
い
。
今
後
は
地
域
特
産

品
を
広
め
て
い
く
施
策
を

実
施
し
て
い
く
。

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２１３ １２

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこあきひこ

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。



　
　
　町
長
　
イ
ン
フ
ラ
整

　
　
　
備
等
は
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
は
あ
る
が
進
め

て
い
く
。
現
在
、
町
の
財
政

状
況
は
各
段
に
良
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
町
の
財
政
が
良

い
と
き
に
、
集
中
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。
こ
の
数
年
間

で
進
め
た
い
。

　
　
　
大
規
模
災
害
に
対
応

　
　
　
し
得
る
備
蓄
や
避
難

所
と
な
る
環
境
は
。
簡
易
ト

イ
レ
、
ベ
ッ
ド
な
ど
の
備
蓄
。

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整

備
。
災
害
時
に
は
弱
い
立
場

に
な
る
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
、
女
性
、
子
供
の
視
点

に
た
っ
た
避
難
所
運
営
が
重

要
だ
。

　
　
　
町
長
　
備
蓄
品
に
関

　
　
　
し
て
は
、
こ
の
10
年

間
で
、
以
前
に
比
べ
る
と
充

実
し
て
き
て
い
る
。
72
時
間

と
い
う
時
間
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
、
72
時
間
、

長
野
原
町
の
町
民
全
員
を
賄

え
る
ほ
ど
の
備
蓄
が
で
き
る

場
所
も
量
も
不
可
能
で
あ
る
。

や
は
り
、
個
の
力
を
信
じ
、

各
個
人
の
意
識
を
高
め
て
い

か
な
い
と
非
常
に
難
し
い
。

　
昨
年
の
１
月
に
江
戸
川
区

の
区
長
と
国
土
交
通
省
、
26

市
町
村
の
長
が
一
堂
に
会
し

て
、
広
域
避
難
と
平
時
か
ら

の
交
流
な
ど
を
考
え
る
広
域

自
治
体
連
携
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
せ
っ
か

く
良
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
、
議
員
か

ら
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
思
い
、

ア
イ
デ
ア
な
ど
賜
り
た
い
。

と
締
結
し
た
協
定
書
に
基
づ

き
対
応
す
る
。
水
道
及
び
道

路
等
で
は
、
各
施
設
管
理
者

が
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き

施
設
の
耐
震
化
を
推
進
し
て

い
る
。

　
　
　
昨
年
７
月
に
発
生
し

　
　
　
た
長
野
原
・
大
津
地

区
の
断
水
。
洞
口
地
区
に
お

い
て
は
５
日
間
の
断
水
。
断

水
と
同
時
に
停
電
に
で
も

な
っ
て
い
た
ら
…
。
地
域
住

民
の
方
も
大
混
乱
し
て
い
た

は
ず
。
つ
い
て
は
、
停
電
や

火
災
等
が
発
生
す
る
前
に
、

電
線
付
近
の
危
険
な
枝
葉
・

木
の
伐
採
を
、
水
道
や
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
あ

わ
せ
て
進
め
て
ほ
し
い
が
、

町
の
考
え
を
問
い
た
い
。

経
済
的
余
裕
が
無
く
て
夕
方

の
会
議
に
は
出
ら
れ
な
い
。

ヘ
ル
パ
ー
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
　
町
長
　
が
っ
か
り
さ

　
　
　
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

つ
な
カ
ン
に
来
て
い
る
人
間

も
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も

余
裕
の
な
い
人
ば
か
り
で
す
。

（
つ
な
カ
ン
の
よ
う
な
活
動

を
出
来
な
い
）
人
間
が
議
員

の
仕
事
は
出
来
る
の
で
す

か
？

　
最
後
に
問
題
を
提
起
し
ま

す
。
意
見
交
換
に
出
席
し
て

い
た
あ
る
団
体
か
ら
補
助
金

の
増
額
を
求
め
る
陳
情
が

上
っ
た
。
（
３
月
議
会
で
議
す

る
案
件
）
こ
の
議
論
も
さ
れ

て
い
な
い
陳
情
に
対
し
て
、

牧
山
議
員
か
ら
担
当
課
長
に

当
初
予
算
に
盛
り
込
ん
で
お

け
と
い
う
圧
力
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
町
と
し
て
も
看
過
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
ん
な

手
法
を
と
る
こ
と
が
議
員
の

言
う
各
種
団
体
と
共
に
つ
く

る
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
な

の
か
。
牧
山
議
員
と
議
会
全

体
に
問
う
て
答
弁
と
し
ま
す
。

て
、
来
年
度
か
ら
つ
な
カ
ン

に
対
す
る
補
助
金
は
ゼ
ロ
に

な
り
ま
す
。

　
　
　
意
見
交
換
会
の
な
か

　
　
　
で
一
番
危
機
感
を
感

じ
た
の
は
若
い
人
に
技
術
を

伝
え
た
い
が
、
な
か
な
か
雇

用
で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と

除
雪
の
体
制
も
５
年
ぐ
ら
い

し
か
維
持
で
き
な
い
と
い
う

建
友
会
の
方
の
意
見
だ
っ
た
。

移
住
定
住
を
促
進
す
る
の
に

向
い
て
い
る
団
体
と
し
て
一

番
情
報
量
豊
富
で
あ
る
つ
な

カ
ン
が
向
い
て
い
る
と
考
え

る
。

　
　
　
町
長
　
つ
な
カ
ン
は

　
　
　
何
か
や
ら
せ
る
と
か
、

や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
組
織

で
は
無
い
。
移
住
定
住
促
進

を
つ
な
カ
ン
が
担
え
ば
上
手

く
い
く
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
自

信
が
あ
る
な
ら
、
つ
な
カ
ン
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
お
手
本
を
見
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
の
言
う
と
お
り

　
　
　
だ
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
今
は
、
時
間
的
余
裕
と

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員

　
　
　
会
と
長
野
原
町
商
工

会
、
長
野
原
観
光
協
会
と
の

意
見
交
換
会
の
中
で
、
人
材

確
保
や
重
機
等
の
技
術
伝
承

が
難
し
い
こ
と
や
長
野
原
の

玄
関
口
の
長
野
原
草
津
口
駅

に
何
も
無
く
寂
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
若
い
人
を

雇
用
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

住
環
境
な
ど
、
地
域
全
体
の

魅
力
が
無
い
と
都
市
部
の
方

へ
行
か
れ
て
し
ま
う
な
ど
も

意
見
と
し
て
出
た
。
一
般
社
団

法
人
つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な

が
の
は
ら
（
以
下
、
つ
な
カ

ン
）
の
問
題
も
出
さ
れ
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
急
ぐ
必

要
性
を
感
じ
る
。
つ
な
カ
ン

に
は
、
も
っ
と
主
体
的
に
移

住
定
住
の
促
進
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
八
ッ
場
周

辺
の
観
光
や
地
域
振
興
も
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
絶
対

必
要
だ
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

町民の命と暮らしを守るため万全な備えを!!

災害時の対応とインフラの
整備について

町民の命と暮らしを守るため万全な備えを!!

災害時の対応とインフラの
整備について

町、議会は各種団体、住民と共働で住み

よい町づくりを急ぐべき

「
生
き
る
力
を
育
む
町
」
を

　
　
町
民
と
共
に
創
っ
て
い
く

平
時
か
ら
の
備
え
を

考えを問う町の

　
　
　
近
年
の
激
甚
化
、
頻

　
　
　
発
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
は
喫
緊
の
課
題
。

わ
が
町
の
災
害
時
に
お
け
る

対
応
・
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
現
状
は
。
ま
た
、
災
害

に
備
え
た
対
応
と
対
策
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
の
取
り
組
み
や
計
画
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
昨
今
の
激
甚

　
　
　
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
対
応
は
、
町
の
地
域
防
災

計
画
の
備
蓄
計
画
に
よ
り
備

蓄
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

各
地
区
で
自
主
避
難
計
画
策

定
を
行
い
、
住
民
主
体
の
避

難
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
大
規
模
災
害
発
生
時
の

対
策
で
は
、
国
、
県
と
連
携

を
図
り
、
関
係
団
体
と
平
時

か
ら
情
報
共
有
を
進
め
る
。

電
気
や
ガ
ス
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
状
況
は
、
関
係
事
業
者

　
　
　
町
長
　
各
種
団
体
や

　
　
　
住
民
と
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
施
政
方
針
で
「
つ
な

ぐ
」
「
育
て
る
」
「
共
に
創

る
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
と
、

８
つ
の
目
標
を
乗
り
越
え
て

生
き
る
力
を
育
む
町
を
皆
様

と
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い

と
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
回
実
施
さ
れ
た
産
業
建
設

常
任
委
員
会
の
意
見
交
換
な

ど
は
、
有
効
で
引
き
続
き
町

も
連
携
し
て
行
き
た
い
。
つ

な
カ
ン
は
町
民
が
主
体
的
に

行
う
活
動
を
応
援
し
、
人
と

地
域
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
目
的
に
発
足
５
年
目
と
な

る
。
新
た
な
目
標
と
し
て
観

光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
当

該
法
人
の
柱
と
位
置
づ
け
活

動
を
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
常
に
問
題
視
さ
れ

て
き
た
つ
な
カ
ン
に
対
す
る

人
件
費
分
の
補
助
金
だ
が
、

つ
な
カ
ン
の
活
動
が
国
に
認

め
ら
れ
国
か
ら
交
付
金
が
出

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２１５ １４

※一般質問は質問者の責任で編集されています。湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

牧山　　明　議員
まきやま あきら

※一般質問は質問者の責任で編集されています。



　
　
　町
長
　
イ
ン
フ
ラ
整

　
　
　
備
等
は
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
は
あ
る
が
進
め

て
い
く
。
現
在
、
町
の
財
政

状
況
は
各
段
に
良
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
町
の
財
政
が
良

い
と
き
に
、
集
中
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。
こ
の
数
年
間

で
進
め
た
い
。

　
　
　
大
規
模
災
害
に
対
応

　
　
　
し
得
る
備
蓄
や
避
難

所
と
な
る
環
境
は
。
簡
易
ト

イ
レ
、
ベ
ッ
ド
な
ど
の
備
蓄
。

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整

備
。
災
害
時
に
は
弱
い
立
場

に
な
る
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
、
女
性
、
子
供
の
視
点

に
た
っ
た
避
難
所
運
営
が
重

要
だ
。

　
　
　
町
長
　
備
蓄
品
に
関

　
　
　
し
て
は
、
こ
の
10
年

間
で
、
以
前
に
比
べ
る
と
充

実
し
て
き
て
い
る
。
72
時
間

と
い
う
時
間
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
、
72
時
間
、

長
野
原
町
の
町
民
全
員
を
賄

え
る
ほ
ど
の
備
蓄
が
で
き
る

場
所
も
量
も
不
可
能
で
あ
る
。

や
は
り
、
個
の
力
を
信
じ
、

各
個
人
の
意
識
を
高
め
て
い

か
な
い
と
非
常
に
難
し
い
。

　
昨
年
の
１
月
に
江
戸
川
区

の
区
長
と
国
土
交
通
省
、
26

市
町
村
の
長
が
一
堂
に
会
し

て
、
広
域
避
難
と
平
時
か
ら

の
交
流
な
ど
を
考
え
る
広
域

自
治
体
連
携
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
せ
っ
か

く
良
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
、
議
員
か

ら
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
思
い
、

ア
イ
デ
ア
な
ど
賜
り
た
い
。

と
締
結
し
た
協
定
書
に
基
づ

き
対
応
す
る
。
水
道
及
び
道

路
等
で
は
、
各
施
設
管
理
者

が
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き

施
設
の
耐
震
化
を
推
進
し
て

い
る
。

　
　
　
昨
年
７
月
に
発
生
し

　
　
　
た
長
野
原
・
大
津
地

区
の
断
水
。
洞
口
地
区
に
お

い
て
は
５
日
間
の
断
水
。
断

水
と
同
時
に
停
電
に
で
も

な
っ
て
い
た
ら
…
。
地
域
住

民
の
方
も
大
混
乱
し
て
い
た

は
ず
。
つ
い
て
は
、
停
電
や

火
災
等
が
発
生
す
る
前
に
、

電
線
付
近
の
危
険
な
枝
葉
・

木
の
伐
採
を
、
水
道
や
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
あ

わ
せ
て
進
め
て
ほ
し
い
が
、

町
の
考
え
を
問
い
た
い
。

経
済
的
余
裕
が
無
く
て
夕
方

の
会
議
に
は
出
ら
れ
な
い
。

ヘ
ル
パ
ー
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
　
町
長
　
が
っ
か
り
さ

　
　
　
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

つ
な
カ
ン
に
来
て
い
る
人
間

も
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も

余
裕
の
な
い
人
ば
か
り
で
す
。

（
つ
な
カ
ン
の
よ
う
な
活
動

を
出
来
な
い
）
人
間
が
議
員

の
仕
事
は
出
来
る
の
で
す

か
？

　
最
後
に
問
題
を
提
起
し
ま

す
。
意
見
交
換
に
出
席
し
て

い
た
あ
る
団
体
か
ら
補
助
金

の
増
額
を
求
め
る
陳
情
が

上
っ
た
。
（
３
月
議
会
で
議
す

る
案
件
）
こ
の
議
論
も
さ
れ

て
い
な
い
陳
情
に
対
し
て
、

牧
山
議
員
か
ら
担
当
課
長
に

当
初
予
算
に
盛
り
込
ん
で
お

け
と
い
う
圧
力
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
町
と
し
て
も
看
過
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
ん
な

手
法
を
と
る
こ
と
が
議
員
の

言
う
各
種
団
体
と
共
に
つ
く

る
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
な

の
か
。
牧
山
議
員
と
議
会
全

体
に
問
う
て
答
弁
と
し
ま
す
。

て
、
来
年
度
か
ら
つ
な
カ
ン

に
対
す
る
補
助
金
は
ゼ
ロ
に

な
り
ま
す
。

　
　
　
意
見
交
換
会
の
な
か

　
　
　
で
一
番
危
機
感
を
感

じ
た
の
は
若
い
人
に
技
術
を

伝
え
た
い
が
、
な
か
な
か
雇

用
で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と

除
雪
の
体
制
も
５
年
ぐ
ら
い

し
か
維
持
で
き
な
い
と
い
う

建
友
会
の
方
の
意
見
だ
っ
た
。

移
住
定
住
を
促
進
す
る
の
に

向
い
て
い
る
団
体
と
し
て
一

番
情
報
量
豊
富
で
あ
る
つ
な

カ
ン
が
向
い
て
い
る
と
考
え

る
。

　
　
　
町
長
　
つ
な
カ
ン
は

　
　
　
何
か
や
ら
せ
る
と
か
、

や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
組
織

で
は
無
い
。
移
住
定
住
促
進

を
つ
な
カ
ン
が
担
え
ば
上
手

く
い
く
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
自

信
が
あ
る
な
ら
、
つ
な
カ
ン
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
お
手
本
を
見
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
の
言
う
と
お
り

　
　
　
だ
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
今
は
、
時
間
的
余
裕
と

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員

　
　
　
会
と
長
野
原
町
商
工

会
、
長
野
原
観
光
協
会
と
の

意
見
交
換
会
の
中
で
、
人
材

確
保
や
重
機
等
の
技
術
伝
承

が
難
し
い
こ
と
や
長
野
原
の

玄
関
口
の
長
野
原
草
津
口
駅

に
何
も
無
く
寂
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
若
い
人
を

雇
用
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

住
環
境
な
ど
、
地
域
全
体
の

魅
力
が
無
い
と
都
市
部
の
方

へ
行
か
れ
て
し
ま
う
な
ど
も

意
見
と
し
て
出
た
。
一
般
社
団

法
人
つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な

が
の
は
ら
（
以
下
、
つ
な
カ

ン
）
の
問
題
も
出
さ
れ
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
急
ぐ
必

要
性
を
感
じ
る
。
つ
な
カ
ン

に
は
、
も
っ
と
主
体
的
に
移

住
定
住
の
促
進
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
八
ッ
場
周

辺
の
観
光
や
地
域
振
興
も
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
絶
対

必
要
だ
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

町民の命と暮らしを守るため万全な備えを!!

災害時の対応とインフラの
整備について

町民の命と暮らしを守るため万全な備えを!!

災害時の対応とインフラの
整備について

町、議会は各種団体、住民と共働で住み

よい町づくりを急ぐべき

「
生
き
る
力
を
育
む
町
」
を

　
　
町
民
と
共
に
創
っ
て
い
く

平
時
か
ら
の
備
え
を

考えを問う町の

　
　
　
近
年
の
激
甚
化
、
頻

　
　
　
発
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
は
喫
緊
の
課
題
。

わ
が
町
の
災
害
時
に
お
け
る

対
応
・
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
現
状
は
。
ま
た
、
災
害

に
備
え
た
対
応
と
対
策
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
の
取
り
組
み
や
計
画
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
昨
今
の
激
甚

　
　
　
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
対
応
は
、
町
の
地
域
防
災

計
画
の
備
蓄
計
画
に
よ
り
備

蓄
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

各
地
区
で
自
主
避
難
計
画
策

定
を
行
い
、
住
民
主
体
の
避

難
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
大
規
模
災
害
発
生
時
の

対
策
で
は
、
国
、
県
と
連
携

を
図
り
、
関
係
団
体
と
平
時

か
ら
情
報
共
有
を
進
め
る
。

電
気
や
ガ
ス
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
状
況
は
、
関
係
事
業
者

　
　
　
町
長
　
各
種
団
体
や

　
　
　
住
民
と
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
施
政
方
針
で
「
つ
な

ぐ
」
「
育
て
る
」
「
共
に
創

る
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
と
、

８
つ
の
目
標
を
乗
り
越
え
て

生
き
る
力
を
育
む
町
を
皆
様

と
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い

と
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
回
実
施
さ
れ
た
産
業
建
設

常
任
委
員
会
の
意
見
交
換
な

ど
は
、
有
効
で
引
き
続
き
町

も
連
携
し
て
行
き
た
い
。
つ

な
カ
ン
は
町
民
が
主
体
的
に

行
う
活
動
を
応
援
し
、
人
と

地
域
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
目
的
に
発
足
５
年
目
と
な

る
。
新
た
な
目
標
と
し
て
観

光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
当

該
法
人
の
柱
と
位
置
づ
け
活

動
を
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
常
に
問
題
視
さ
れ

て
き
た
つ
な
カ
ン
に
対
す
る

人
件
費
分
の
補
助
金
だ
が
、

つ
な
カ
ン
の
活
動
が
国
に
認

め
ら
れ
国
か
ら
交
付
金
が
出

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４２１５ １４

※一般質問は質問者の責任で編集されています。湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

牧山　　明　議員
まきやま あきら

※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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だよりをダウンロー

ドできます

編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
健
や
か
な
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
昨
年
11
月
、
与
喜
屋
区

で
自
主
避
難
計
画
が
策
定
と
な

り
ま
し
た
。
町
の
５
カ
年
計
画
初

年
度
の
成
果
で
す
。
国
の
構
造
改

革
特
別
区
域
計
画
が
認
定
と
な

り
、
旧
北
軽
井
沢
小
学
校
の
利
活

用
が
す
す
む
年
、
長
野
原
町
議
会

に
お
い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
が
順
調
に
推
移
し
、
議
会
改
革

が
本
格
的
に
始
動
す
る
年
と
な

り
ま
す
。
前
進
の
年
で
あ
る
こ

と
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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広報委員

中央小学校学習発表会

議会と町の意見交換会

暴力団追放群馬県大会

第５回北軽井沢連絡会議

第68回町村議会議長全国大会

群馬県町村議会議長会臨時総会

群馬県関係国会議員との意見交換・懇親会

小諸市制施行70周年記念式典

吾妻郡議長会県外視察研修会

議会広報研修会

長野原町社会福祉協議会理事会

熊本県五木村川辺川ダム対策調査

特別委員会視察受入

議員懇談会

第46回長野原町老人ゲートボール大会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会

第２回臨時会

ＬＣＡ国際小学校視察

1日

7日

8日

12日

13日

16日

21日

26日

27日

28日

29日

11月

長野原町消防団出初め式

長野原町新年交歓会

群馬県議会新春交流会

上毛新聞社新年交歓会

吾妻郡賀詞交換会

長野原町障害福祉サービス事業所

指定管理者候補者選定委員会

令和７年　長野原町二十歳の集い

広報編集委員会

第59回吾妻地区産業安全祈願祭並びに

事業所優良従業者表彰式

総務文教常任委員会所管事務調査

長野原町文化協会新年会

国県道改良等促進特別委員会

議会議員向けＤＸ研修会

6日

8日

10日

12日

16日

21日

22日

24日

29日

令和７年 1月

長野原町議会全員協議会

令和６年12月第４回長野原町議会定例会

長野原町老人クラブ連合会芸能大会

第６回北軽井沢連絡会議

令和６年12月第４回長野原町議会定例会

（２日目）

応桑こども園　生活発表会

湯けむりフォーラム2024

西吾妻福祉病院組合　例月出納検査

にしあがつま福祉会評議員会

土地開発事業審議会

3日

8日

10日

12日

13日

20日

24日

25日

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

18日～
   20日

14日～
   15日

表紙の写真
　どんどん焼きが１月14日（火）に町内各所で行

われました。どんどん焼きはお正月の松飾りやしめ

縄などを家々から持ち寄り、1箇所に積み上げて

燃やして、1年の無病息災や五穀豊穣を祈る火祭

り行事です。（撮影：黒岩巧議長）

◇＊◆＊◇＊◆＊◇＊◆＊◇　以下：予定　◇＊◆＊◇＊◆＊◇＊◆＊◇


